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１ 県民運動の重点テーマについて

現在の県民運動は、時代潮流において緊急に取り組まなければならな

い暮らしに身近な課題で、かつ地域に関わる様々な主体の参画と連携こ

そが解決の鍵を握り住民参画型の地域社会の構築に繋がる課題として、

「子育てしやすい環境づくり 「地域コミュニティの再生 「環境問題」、 」、

への対応」の３つの重点テーマを並列的に設定し、それらを中心とした

取組みを通じて 「ふくしまの地域力」を磨いていく運動として展開して、

きたところである。

こうした課題の解決には、人と人とのきずなや支え合いにより成り立

つ「地域コミュニティ」の存在が大きく関わるものであり、地域のきず

なを強め、互いに支え合う地域社会の形成を基本目標に掲げる県民運動

の根幹となるものである。

まさに「地域コミュニティ」は「人」と「地域」を礎とした県づくり

を進めるにあたっての基盤となるものである。

今後の県民運動においては、昨今の社会的背景を踏まえ、改めて「地

域コミュニティの再生」を最も基本となるテーマに据え、多様な主体の

参加と連携により取り組むべき重点テーマとして、引き続き「子育てし

やすい環境づくり 「環境問題への対応」を掲げるとともに、地域住民」、

の自助・共助による取組みが必要となっている「安全・安心な地域づく

り」を新たに加えるよう見直しすること。

これらのテーマを中心に、県民一人ひとり、市民活動団体、企業、行

政などのあらゆる主体が相互に連携協力して有機的なつながりを持って

各主体が自主的な取組みを展開しながら 「１００年後も… いきいき、

ふくしま うつくしま」の実現を目指して進めること。

■ 「地域コミュニティの再生」を本運動の基本のテーマ

に据える。

、「 」、■ 重点テーマについては 子育てしやすい環境づくり

「環境問題への対応」に加え、新たに「安全・安心な

地域づくり」を設定する。



２ 県民運動の期間について

現在の運動期間は、平成２０年度から２４年度の５年間とされている

が、この間、県政の指針となる「福島県総合計画『いきいき ふくしま

創造プラン （H22～26 」が策定された。』 ）

本運動の理念と軌を一にする同計画においては、多くの県民の知恵と

「 」 、行動力を結集して地域課題の解決に取り組む 県民運動 の展開により

その効果的な実現を図ることとしており、このような本運動への期待と

役割を踏まえながら、同計画と連動し、幅広く本運動を展開していくた

め、次のとおり運動期間を見直すこと。

■ 本運動の期間を 「福島県総合計画」の計画期間と合わ、

せ、２年間延長し、平成２６年度までとする。

３ 強化すべき視点について

今後の運動の展開において、強化すべき視点を次のとおり示す。

（１） 県民参加の促進

○ 県民運動やその取組みを地域住民に身近に感じてもらうための

効果的な広報ＰＲの充実・強化

○ 地域活動への参加意識の向上と参加のきっかけづくり

（２） 地域を支える人や活動団体等の基盤・ネットワーク

の充実

○ 地域活動団体等の基盤づくり

○ 地域に関わる多様な主体間のネットワークづくり

○ 地域の各主体間の「話し合い」から「具体の実践活動」への

展開を促進するための環境づくり

（３） 多様な主体間の協働の推進

○ 地域課題の解決に向けた、地域活動団体等と行政（県・市町村

等）や企業等との協働による取組みの推進
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■ 新たな県民運動懇話会委員名簿

氏 名 所属団体・役職等

鈴木 浩 国立大学法人福島大学名誉教授

佐久間 仁一 特定非営利活動法人うつくしまＮＰＯネットワーク理事長

横田 純子 特定非営利活動法人素材広場理事長

長嶺 東夫 社団法人会津青年会議所理事長

片寄 幸 いわき市泉ヶ丘自治会防犯副部長

■ 新たな県民運動懇話会開催経過

○第１回懇話会

・日 時 平成２２年１０月７日（木）１５：００～１７：００

・場 所 県庁本庁舎２階 第１特別委員会室

・内 容 （１）報告説明事項

ア 検討スケジュールについて

イ 県民運動の推進状況について

ウ 「平成２２年度県政世論調査」結果報告について

エ 福島県総合計画「いきいき ふくしま創造プラン」

について

オ 福島県安全で安心な県づくりの推進に関する条例

及び基本計画について

（２）意見交換

○第２回懇話会

・日 時 平成２２年１１月１１日（木）１３：３０～１５：３０

・場 所 福島県自治会館 ４０２会議室

・内 容 （１）現在の県民運動に係る検証について

（２）県民運動の中間見直し（案）について

ア 重点テーマ

イ 運動期間

ウ 今後の展開手法

（３）懇話会まとめ
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